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荊冠の主を賛美します。 

いつも部落解放ユースゼミナール（仮称）を覚え、支え、お祈り いただき 

心から感謝いたします。毎年、多くの支えと祈りによってユースゼミナールの 

開催ができ、多くの学びと豊かな交わりの時が与えられています。 ２０２４年 

度は大阪市阿倍野区にある日本キリスト教団 阿倍野教会と、西成区にある 

「にしなり隣保館スマイルゆ〜とあい」を会場に開催予定です。西成区の 

フィールドワークと、「マイクロアグレッション（無意識の差別）」について 

ヒューライツ大阪（一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター）の研究員 

朴 利明さんに講演いただきます。昨年度の参加者より「差別を認識したこと 

がない。」「今の差別はどのようなものか」という声が多く上がりました。今回の 

フィールドワークでは、部落差別や西成差別に対して「町づくり」を通して向き 

合っている様子を紹介していただき、身近な差別とその差別にどのように向き 

合うのか、反差別の働きから学んでいきたいと思います。 部落差別問題に 

ついて考えたい、知りたいと思った方は、ぜひこのユースゼミナールに参加 

してください。それぞれの視点から共に学び、考え、分かち合っていきましょう。 

そして私たちから、差別を乗り越える歩みを体現していきたいのです。差別さ 

れている人が解放され、差別している人が解放されるために。 

 

第２６回 部落解放ユースゼミナール(仮称) 実行委員長 三浦 遙 

 

 



 



 
 


